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第 3 編は，2 つの座談会の記録です。座談会 1「東アジア海の文化と歴史」では，東アジ
ア海（日本海と東シナ海）をめぐる地域の自然や文化に関して，木部，窪薗（言語学），小松，
安井（文化人類学・民俗学），佐藤（植物遺伝学），中野（同位体環境学）がそれぞれの立場
から意見を述べています。また，座談会 2「フィールドとしての中国」では，中国を一つの
フィールドとして，その歴史，文化，外部との交流などと自然との関係について，郭（環境
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文化），窪田（自然科学・水文学），佐藤（植物遺伝学），松村（アジア都市・建築・空間史）
が意見を述べています。
3．この本の位置づけ
学問分野を越えて連携することにより，研究をより高次なものに発展させるという試みは，
そう簡単に成功するものではありません。この本でも，必ずしも成功しているとは言えませ
んが，この本の刊行により，まずは大きな一歩が踏み出せたのではないかと思っています。
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